
私立大学図書館協会東地区部会研究部 

 2013 年度第 2 回運営委員・研究分科会代表者合同会議議事録 

 

日 時：2013 年 11 月 8 日（金） 15：30～17：30 

場 所：東京都市大学 世田谷キャンパス 図書館 B1 階 メディア学習室 

出席者：【運営委員】 

吉田千草（明治大学）・阿部尚子（清泉女子大学）・坂元真澄（東京都市大学）・ 

    吉井由希子（慶應義塾大学）・高橋晶子（早稲田大学）・鈴木直子（明治学院大学）・

佐々木俊介（桜美林大学）・山本浩二（東京農業大学） 

【事務局】平野光男・齋藤雅彦・宇野直美（専修大学） 

【研究分科会代表者】 

①分類研究分科会 藤倉恵一（文教大学） 

②パブリック・サービス研究分科会 太田優未（立正大学） 

③西洋古版本研究分科会 岡田勢一郎（共立女子大学）・ 

宮原柔太郎（日本体育大学） 

④企画広報研究分科会 島田貴司（立正大学）・立木加奈子（帝京大学） 

⑤和漢古典籍研究分科会 山岸いづみ（共立女子大学） 

⑥L－ラーニング学習支援研究分科会 小田切夕子（麻布大学）・ 

金子和代（早稲田大学） 

     

    ⑦研修分科会 （専修大学） 

    ⑧レファレンス研究分科会 鈴木学（日本女子大学） 

 

議事概要：  

１．夏期研究合宿（集中研究会）実施報告について 

資料 1-1～1-6 に基づき各研究分科会より報告がされた。 

その後パブリック・サービス研究分科会へ「図書館サービス・スタートブック」の完

成についての質問があり、年度末までに完成との回答がされた。 

 ２．2013 年度研究分科会報告大会について 

   資料 2-1～2-4 に基づき説明がされた。 

   会場の下見について、12 月 9 日（月）10：30～、14：00～の 2 回にわけて行うこと、 

後日メールにて調整をすることが了承された。  

３．新規研究分科会受付募集の中間報告について 

新規分科会の申込はないとの報告がされた。 

 ４．2014/2015 年度研究分科会会員募集の中間報告について 

   9 月に研究分科会代表者に会員募集の原稿を依頼、提出はまだされていないとの報告 



がされた。 

 ５．研究分科会会計処理及び助成金の改定について 

   資料 3-1～3-3 に基づき説明がされ、以下のとおり修正することで合意した。 

① 廃会時に経費が発生する場合は担当理事校と相談のうえ支出する。 

② 休会中、廃会時の支出が想定されるため、研究分科会マニュアルの 4.研究分科会

について（7）研究分科会休会・廃止の手続きおよび活動再開の手続きについて

の該当箇所をあわせて改訂する。 

③ 会期途中で助成金を支出する場合は、特別助成金申請書とともに、修正予算案を

提出し決算時に予算超過とならないようにする。これに伴い資料 3-3（３）④に

“期中で申請の際は修正予算案を提出”の一文を加える。 

④ 資料 3-3 の記入例は、赤字決算となっていて改訂趣旨と反するため修正する。 

 ６．運営上の諸問題について 

   L－ラーニング学習支援研究分科会より、レンタルサーバー（私立大学図書館協会と 

同じ業者）がマルウェア被害にあい、現在も復旧作業中である旨、口頭で報告があ 

った。 

 ７．その他 

   ・報告大会資料作成費について 

    分科会代表者より、報告大会資料作成費は実質的には謝礼のかわりに支給されて 

いたため会計報告に含めていなかったという経緯が説明された。協議の結果、今年 

度は資料作成費として支給し、研究分科会の会計報告に含めることで合意した。 

   ・企画広報研究分科会より第 15 回図書館総合展フォーラム出展報告がされ、研究分 

科会紹介ムービーが上映された。参加者募集の広報媒体として研究部ＨＰに掲載 

できないか著作権処理等を含めて、企画広報研究分科会に検討してもらうことに 

なった。 

 

以上、議事を全て終了し、閉会した。 

 


